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１．はじめに 

コンクリート構造物の中性化や水密性の問題などのように，構造物の耐久性を阻害する大きな要因の一つ

がコールドジョイントである．現在，コールドジョイントの発生を抑制するための施工管理方法には，環境

の違い（配合や温度など）によらず一律に定められる許容打重ね時間 1)が用いられており，現場のコンクリ

ート凝結の進行度合いに応じた，許容打重ね時間を設定する方法はないのが現状である． 
著者らはこれまで，環境の違いを考慮した打重ねコンクリートの品質確保を目的に，室内試験を基にした

電気伝導率による凝結管理方法を提案している 2),3)．しかし，通常の現場打ちコンクリートは，プラントで

加水・練混ぜ後，ミキサー車にてアジテート（攪拌）しながら運搬し，打設されることが多いが，この影響

は考えていない．そこで，試験環境温度を一定にできる室内で，アジテート時間がコンクリートの凝結性状

に及ぼす影響を把握することを目的に，傾胴ミキサーを用いた実験を行った．本稿では，室内で実施した実

験結果を報告する． 
２．実験概要 
(1)配合および供試体作製・養生方法 

実験に使用したコンクリートの配合を，表-1 に示す．

普通ポルトランドセメントを使用し，水セメント比は

55%である．アジテート時間の差異がコンクリートの

凝結性状に与える影響を把握することを目的として，

練混ぜ直後（アジテート 0 分：ケース 1），傾胴ミキサ

ーによるアジテート 30 分後（ケース 2），および 60 分

後（ケース 3）にそれぞれ 2 個の供試体（φ10×20cm：

電気伝導率計測用）を作製した． 
電気伝導率の計測と並行して，プロクター貫入試験

による貫入抵抗値（以下、貫入抵抗値と呼ぶ）を計測

するために，同配合のコンクリートをウェットスクリ

ーニングしたモルタル分のみの供試体（φ15×15cm）

も併せて作製した． 

試験環境温度はコールドジョイントの発生が懸念

される夏期を想定し，温度を 35℃に調整した恒温恒湿

室で各供試体を気中養生した． 

(2)電気伝導率計測とプロクター貫入試験 

型枠（φ10×20cm）に作製したコンクリート供試体へ，電気伝導率計の計測部を供試体表層より一定の深

さになるように差し込み，コンクリート打設直後から電気伝導率を 1 分間隔で計測した．また，プロクター

貫入試験は JISA1147 に準拠して実施した． 

３．実験結果および考察 
図-2～図-4 に，試験環境温度 35℃の時のアジテート時間の差異による電気伝導率とプロクター貫入抵抗

値の関係を示す．横軸は加水時間を基準（0 分）とした経過時間である．全ケース共に電気伝導率がピーク

を示した後に，貫入抵抗値が 0.1N/mm2 を超えている（ケース１は 121 分に対して 125 分，ケース 2 は 114 
 

表-1 コンクリートの配合 

水
W

ｾﾒﾝﾄ

C 細骨材 粗骨材

普通ポルトラ
ンドセメント

18 4.5 55 44 175 318 786 1098

※混和材は、AE減水剤を使用した
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図-2 加水後経過時間と電気伝導率および 

貫入抵抗値の関係【アジテート 0 分の結果(35℃)】 
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分に対して120分、ケース3は113分に対して143分）．

また，加水時間を基準とした電気伝導率のピーク値発

生時間（以下、ピーク時間と呼ぶ）は 121 分，114 分，

および 113 分で，ほぼ同程度の値を示している． 
以上のことから，ピーク時間後に貫入抵抗値

0.1N/mm2（コールドジョイントの発生下限値とされる

値）を示すこと，また，ピーク時間に対して，アジテ

ート時間が影響を及ぼさないことが確認された． 

図-5 に，アジテート時間と電気伝導率ピーク値との

関係を示す．アジテート時間毎の電気伝導率ピーク値

（●）は、1.44～1.89S/m の範囲の値を示し，最大値と

最小値の差は 0.45S/m である．これは，柴山ら 4)が，

骨材量が増すにつれて電気伝導率は減少すると指摘す

るように，センサ周辺に存在するコンクリートの骨材

量の影響が要因の一つと考えられる． 
ピーク値にばらつきがあるのに対し，各ケースの電

気伝導率の傾きが同等（0.004～0.005S/m/分）であるこ

とに着目した．図-2～図-4 の電気伝導率がピークを示

すまでの線形部分の傾きから加水後経過時間 0 分の縦

軸との切片を計算し，ピーク値との差分を電気伝導率

の増分値とした．増分値を図-5 に併せて示す．全ての

計測において電気伝導率の増分値（○）は 0.5S/m 程度

であり，最大値と最小値の差も 0.13S/m である．この

ことから，増分値はアジテート時間によらず，ほぼ同

じであることがわかる．この電気伝導率の増分値は、

コンクリートの配合条件に起因した水和能力に相当す

ると考えられる． 

４．まとめ 
以下に，傾胴ミキサーによるアジテート時間の差異

が，コンクリートの凝結性状に及ぼす影響を室内実験

で検討した結果についてまとめる． 
1)アジテート時間によらず，ピーク時間後に貫入抵抗値 0.1N/mm2 を示し，アジテート時間の差異は，コンク

リートの凝結性状に影響を及ぼさない． 
2)アジテート時間の差異は，ピーク時間や電気伝導率の増分値に影響を及ぼさない． 
3)加水時間を基準とした経過時間と電気伝導率の増分値を用いることによって，打重ね管理の指標としての 

ピーク時間を推定できる可能性がある． 
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図-5 アジテート時間と電気伝導率 

（ピーク値と増分値）の関係
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図-3 加水後経過時間と電気伝導率および 

貫入抵抗値の関係【アジテート 30 分の結果(35℃)】
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図-4 加水後経過時間と電気伝導率および 

貫入抵抗値の関係【アジテート 60 分の結果(35℃)】
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